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〔
商
法
　
一
八
六
〕

株
主
の
提
起
し
た
取
締
役
の
会
社
に
対
す
る
損
害
賠
償
責

任
を
求
め
る
代
表
訴
訟
が
棄
却
さ
れ
た
事
例

（
撫
難
霧
難
疇
）

〔
判
示
事
項
〕

　
取
締
役
が
代
表
取
締
役
を
兼
ね
て
い
る
他
の
会
社
に
対
す
る
債
務
を
弁
済
す

る
た
め
に
な
さ
れ
た
会
社
財
産
の
処
分
が
取
締
役
の
義
務
違
反
と
な
ら
な
い
と

判
示
さ
れ
た
事
例

〔
参
照
条
文
〕

　
商
法
二
六
六
条
一
項
五
号
・
二
五
四
条
・
二
五
四
条
ノ
ニ
・
二
六
七
条

〔
事
　
実
〕

　
訴
外
A
会
社
は
、
昭
和
三
五
年
ご
ろ
か
ら
経
営
状
態
が
悪
化
し
、
倒
産
の
危

機
に
瀕
す
る
に
至
つ
た
。
そ
こ
で
、
A
会
社
の
依
頼
に
も
と
づ
ぎ
、
被
告
Y
、

砺
、
ぬ
は
、
A
会
社
の
経
営
再
建
の
た
め
に
取
締
役
に
就
任
し
、
町
が
代
表
取

締
役
と
な
つ
た
。
L
か
し
、
砥
が
、
自
己
が
代
表
取
締
役
を
兼
ね
て
い
る
訴
外

　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

B
会
社
の
役
員
を
A
会
社
に
出
向
さ
せ
る
と
と
も
に
、
資
金
援
助
を
行
い
、
そ

の
経
営
の
立
直
し
に
努
力
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
A
会
社
の
業
績
は
改
善
さ

れ
ず
、
ま
た
、
A
会
社
の
労
働
組
合
が
昭
の
経
営
方
針
に
反
対
し
た
た
め
、

葛
は
経
営
を
断
念
す
る
の
已
む
な
き
に
至
り
、
A
会
社
の
代
表
取
締
役
を
辞
任

し
、
新
に
地
が
代
表
取
締
役
に
就
任
し
た
。
そ
の
際
、
A
会
社
は
、
B
会
社
が
自

己
に
対
し
て
有
す
る
債
権
二
四
、
六
四
九
、
六
一
〇
円
の
担
保
と
し
て
、
B
会
社

の
た
め
に
、
A
会
社
の
有
す
る
本
件
土
地
建
物
に
抵
当
権
を
設
定
し
、
昭
和
三

七
年
一
月
一
四
日
に
登
記
を
了
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
三
九
年
に
は
、
経
営
は

更
に
行
き
詰
ま
り
、
内
整
理
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
つ
た
。
し
か
し
、
A
会
社
に

は
、
従
業
員
の
退
職
金
を
支
払
う
た
め
の
財
産
も
な
く
、
ま
た
廃
業
に
よ
る
仕

掛
品
や
機
械
等
の
評
価
損
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
生
活
補
償
に
つ
い
て
の
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
（
二
〇
一
）



　
　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

業
員
ら
の
要
請
も
あ
つ
て
、
従
業
員
ら
に
別
会
社
で
あ
る
訴
外
C
会
社
を
つ
く

ら
せ
、
こ
れ
に
A
会
社
の
事
業
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

　
同
年
六
月
一
六
日
に
C
会
社
が
設
立
さ
れ
、
同
月
二
〇
日
に
、
A
会
社
と
C

会
社
間
に
お
い
て
、
A
会
社
の
什
器
、
備
品
、
仕
掛
品
、
材
料
等
を
一
括
し
て

代
金
一
一
、
五
四
一
、
二
二
九
円
（
内
四
、
六
八
O
、
〇
四
二
円
は
A
会
社
よ
り
支
払

わ
れ
る
従
業
員
の
退
職
金
で
支
払
う
）
で
C
会
社
に
譲
渡
し
、
本
件
建
物
な
ら
び
に

機
械
設
備
を
賃
料
一
箇
月
四
〇
万
円
（
内
一
〇
万
円
は
出
世
払
い
）
で
C
会
社
に

賃
貸
し
、
こ
れ
ら
の
賃
貸
物
を
他
に
優
先
し
、
簿
価
を
基
準
と
し
て
C
会
社
に
譲

渡
す
る
旨
協
定
さ
れ
、
C
会
社
は
右
賃
借
物
を
使
用
し
て
事
業
を
始
め
た
が
、

同
年
八
月
、
A
会
社
は
不
渡
手
形
を
出
し
て
倒
産
し
た
た
め
、
A
会
社
の
債
権

者
ら
に
よ
り
債
権
者
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
そ
の
監
理
の
も
と
に
整
理
手
続
が

進
め
ら
れ
、
債
権
者
の
う
ち
、
大
口
債
権
者
で
あ
る
B
会
社
の
了
解
を
え
て
、

他
の
小
口
債
権
者
に
、
ま
ず
C
会
社
か
ら
支
払
を
受
け
る
賃
料
を
も
つ
て
順
次

配
当
に
充
て
る
こ
と
と
し
、
昭
和
四
三
年
九
月
に
右
配
当
を
完
了
し
た
。

　
し
か
し
、
B
会
社
の
債
権
に
つ
い
て
前
記
賃
料
収
益
に
よ
る
弁
済
を
す
る
と

す
れ
ば
、
さ
ら
に
長
年
月
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
B
会
社
が
抵
当
権
を
取
得
し

て
い
る
本
件
土
地
建
物
な
ら
び
に
機
械
設
備
等
を
売
却
し
た
代
金
を
も
つ
て
、

そ
の
配
当
に
充
て
る
こ
と
に
な
り
、
売
却
先
は
前
記
協
定
が
あ
る
こ
と
も
あ
つ

て
、
C
会
社
と
し
、
B
会
社
の
配
当
額
は
折
衝
の
す
え
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨

て
て
二
、
O
O
O
万
円
と
す
る
と
の
了
解
を
え
、
ま
た
、
前
記
協
定
に
よ
る

と
、
簿
価
（
昭
和
四
二
年
九
月
末
目
で
一
〇
、
〇
一
五
、
六
一
三
円
）
が
対
価
で
あ

る
と
こ
ろ
、
C
会
社
は
他
よ
り
二
、
O
O
O
万
円
の
融
資
を
受
け
ら
れ
る
と
の

見
通
し
が
つ
い
た
の
で
、
対
価
を
二
、
O
O
O
万
円
と
し
て
、
同
年
九
月
二
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
　
　
（
二
〇
二
）

日
ご
ろ
、
本
件
建
物
な
ら
び
に
機
械
設
備
を
C
会
社
に
譲
渡
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
A
会
社
の
株
主
で
あ
る
原
告
X
ら
は
、
右
譲
渡
行
為
は
、
被
告

磧
が
代
表
取
締
役
で
あ
る
B
会
社
の
債
権
を
回
収
す
る
た
め
に
、
被
告
名
ら
が

通
謀
し
て
時
価
よ
り
も
は
る
か
に
低
廉
な
価
額
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
右

譲
渡
の
対
象
物
の
当
時
の
価
額
は
、
少
な
く
と
も
七
、
二
〇
二
万
一
、
六
四
二

円
（
内
訳
賃
借
権
の
価
額
六
、
六
七
四
万
五
、
九
〇
〇
円
、
機
械
の
価
額
五
二
七
万
五
、

七
四
二
円
）
以
上
で
あ
つ
た
か
ら
、
磧
ら
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
差
額
五
、
二
〇

三
万
一
、
六
四
二
円
以
上
の
損
害
を
A
会
社
に
与
え
た
と
主
張
し
、
磧
ら
の
右

譲
渡
行
為
は
取
締
役
の
忠
実
義
務
に
違
反
す
る
と
し
て
、
A
会
社
に
昭
ら
の
責

任
を
追
及
す
る
よ
う
請
求
し
た
が
、
A
会
社
は
そ
の
訴
を
提
起
し
な
か
つ
た
た

め
、
代
表
訴
訟
に
よ
り
、
葛
ら
に
対
し
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
。

〔
判
　
旨
〕

　
請
求
棄
却

　
「
原
告
瓦
ら
の
本
件
請
求
は
、
…
…
会
社
財
産
の
不
当
に
廉
価
な
処
分
に
よ

つ
て
会
社
に
損
害
を
与
え
た
と
し
て
取
締
役
の
責
任
を
追
究
す
る
も
の
で
あ

り
、
…
…
本
件
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、
二
、
O
O
O
万
円
で
A
会
社
の

全
財
産
を
処
分
し
た
こ
と
が
、
取
締
役
と
し
て
の
忠
実
義
務
に
違
反
し
た
か
ど

う
か
で
あ
る
。

　
被
告
Y
ら
が
A
会
社
の
財
産
全
部
を
C
会
社
に
譲
渡
す
る
と
す
れ
ば
、
二
、
○

○
○
万
円
を
超
え
る
代
金
を
も
つ
て
し
て
は
、
不
可
能
で
あ
つ
た
と
い
う
べ
き

で
あ
（
り
、
）
…
…
賃
貸
お
よ
び
売
買
予
約
は
、
当
時
A
会
社
の
お
か
れ
た
状
況

の
も
と
に
お
い
て
は
、
や
む
を
得
な
い
措
置
と
も
解
せ
ら
れ
、
こ
の
行
為
が
会

社
の
た
め
損
害
を
生
じ
さ
せ
る
忠
実
義
務
違
反
行
為
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い



（
。
）
…
…
A
会
社
は
、
同
年
（
昭
和
三
九
年
）
八
月
不
渡
手
形
を
出
し
、
そ
の

後
債
権
者
委
員
会
の
管
理
下
の
も
と
に
あ
つ
た
が
、
昭
和
四
三
年
九
月
、
B
会

社
を
除
く
債
権
者
に
対
し
C
会
社
よ
り
支
払
わ
れ
る
一
箇
月
三
〇
万
円
の
賃
料

を
も
つ
て
弁
済
を
了
し
た
が
、
B
会
社
に
対
し
同
様
の
方
法
で
弁
済
す
る
と
す

れ
ば
元
本
金
の
み
で
さ
ら
に
六
年
余
を
要
す
る
か
ら
、
昭
ら
が
本
件
建
物
・
機

械
設
備
を
売
却
し
て
清
算
し
よ
う
と
考
え
た
こ
と
は
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
さ
い
、
…
…
財
産
権
譲
渡
の
相
手
方
と
し
て
C
会
社
を
選
択
し
た
こ

と
も
当
時
の
A
会
社
の
お
か
れ
た
状
況
の
も
と
に
お
い
て
は
、
や
む
を
得
な
い

こ
と
で
あ
つ
た
と
解
さ
れ
、
こ
れ
を
も
つ
て
忠
実
義
務
違
反
と
い
う
こ
と
は
で

き
な
い
。

　
瓦
ら
は
、
本
件
財
産
の
譲
渡
は
昭
の
主
宰
す
る
B
会
社
の
債
権
回
収
の
た
め

の
み
の
た
め
に
さ
れ
た
と
主
張
す
る
け
れ
ど
も
、
…
…
こ
れ
を
推
認
さ
せ
る
事

実
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。
」

〔
評
釈
〕

　
判
旨
の
結
論
に
は
賛
成
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
や
や
疑
問
が
あ

る
。　

取
締
役
の
善
管
義
務
（
商
法
二
五
四
条
三
項
、
民
法
六
四
四
条
）
と
忠
実
義
務

（
商
法
二
五
四
条
ノ
ニ
）
が
同
一
の
義
務
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
見
解

が
分
れ
て
い
る
。
判
例
は
、
商
法
二
五
四
条
ノ
ニ
の
規
定
は
、
商
法
二
五
四
条

三
項
、
民
法
六
四
四
条
に
定
め
る
善
管
義
務
を
敷
衛
し
、
か
つ
一
層
明
確
に
し

た
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
つ
て
、
通
常
の
委
任
関
係
に
伴
う
善
管
義
務
と
は
別
個

の
、
高
度
な
義
務
を
規
定
し
た
も
の
と
は
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
最
判
昭
和

四
五
・
六
二
西
民
集
二
四
巻
六
号
六
二
五
頁
）
と
し
て
、
こ
れ
を
肯
定
し
て
お
り
、

　
　
　
判
例
研
究

学
説
の
う
ち
に
も
、
同
様
な
見
解
が
多
い
（
石
井
「
会
社
法
」
上
三
二
頁
、
大
隅

「
全
訂
会
社
法
論
」
中
八
九
頁
、
河
本
「
現
代
会
社
法
」
新
版
三
二
一
頁
、
鈴
木
「
新
版

会
社
法
」
全
訂
第
一
版
一
四
五
頁
、
高
鳥
「
会
社
法
」
　
一
七
三
頁
、
服
部
　
「
新
版
会
社

法
」
九
八
頁
な
ど
）
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
忠
実
義
務
は
、
善
管
義
務
と
は
別
個
の
、
よ
り
高
度
な
取

締
役
の
信
任
関
係
（
臨
＆
o
ご
q
話
一
讐
δ
霧
圧
℃
）
上
の
義
務
で
あ
る
と
し
、

こ
れ
を
否
定
す
る
見
解
も
少
く
な
い
（
田
中
（
誠
）
「
全
訂
会
社
法
詳
論
」
上
五
三

九
頁
、
大
阪
谷
「
取
締
役
の
責
任
」
講
座
三
巻
一
一
一
六
頁
、
神
崎
「
商
法
且
（
会
社

法
）
」
二
〇
四
頁
、
渋
谷
（
赤
堀
）
「
取
締
役
の
忠
実
義
務
」
法
協
八
五
巻
五
三
一
頁
、
星

川
「
注
釈
会
社
法
㈲
、
商
法
二
五
四
条
ノ
ニ
の
注
釈
」
二
六
四
頁
、
山
村
「
田
中
（
誠
）
、

吉
永
、
山
村
、
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
会
社
法
」
七
二
五
頁
な
ど
）
．

　
原
告
ら
が
本
件
請
求
の
原
因
と
し
て
主
張
す
る
と
こ
ろ
は
、
要
す
る
に
、
昭

和
四
三
年
九
月
二
五
日
頃
、
A
会
社
が
そ
の
営
業
用
財
産
の
全
部
を
二
、
O
O

O
万
円
で
C
会
社
に
譲
渡
し
た
の
は
（
以
下
、
「
本
件
譲
渡
」
と
称
す
る
）
、
被
告

磧
が
代
表
取
締
役
で
あ
る
B
会
社
の
A
会
社
に
対
す
る
債
権
二
、
O
O
O
万
円

の
回
収
の
目
的
の
た
め
で
あ
り
、
し
か
も
、
時
価
少
な
く
と
も
、
七
、
二
〇
二

万
一
、
六
四
二
円
以
上
の
営
業
用
財
産
の
全
部
を
二
、
O
O
O
万
円
と
い
う
は

る
か
に
低
廉
な
価
額
で
売
却
し
た
の
は
、
Y
ら
の
取
締
役
と
し
て
の
忠
実
義
務

に
違
反
す
る
、
と
い
う
に
あ
る
。
本
件
に
お
い
て
、
原
告
ら
が
何
故
、
特
に
忠

実
義
務
違
反
を
主
張
し
、
善
管
義
務
違
反
を
併
せ
て
主
張
し
な
か
つ
た
か
は
、

極
め
て
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。

　
従
来
の
判
例
の
見
解
に
従
う
の
で
あ
れ
ば
、
本
件
に
お
い
て
原
告
ら
は
、
要

す
る
に
、
善
管
義
務
違
反
ま
た
は
忠
実
義
務
違
反
と
い
う
、
商
法
二
六
六
条
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
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項
五
号
の
法
令
違
反
を
請
求
原
因
と
し
て
主
張
す
れ
ば
よ
い
の
に
か
か
わ
ら

ず
、
敢
て
、
商
法
二
六
六
条
一
項
五
号
の
法
令
違
反
と
も
主
張
せ
ず
、
さ
り
と

て
、
善
管
義
務
違
反
と
も
主
張
せ
ず
、
特
に
忠
実
義
務
違
反
だ
け
を
主
張
し
た

こ
と
は
、
原
告
ら
が
あ
る
い
は
、
判
例
と
反
対
の
見
解
を
と
つ
て
い
た
と
み
ら

れ
な
く
も
な
い
（
落
合
誠
一
、
本
件
批
評
、
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
五
五
号
…
西
頁
は
、
こ

の
よ
う
に
解
し
う
る
余
地
が
十
分
あ
る
と
思
わ
れ
る
、
と
す
る
）
。

　
取
締
役
の
善
管
義
務
は
、
も
と
よ
り
、
職
務
遂
行
上
相
当
な
注
意
を
な
す
べ

き
義
務
で
あ
り
、
本
件
譲
渡
を
す
る
に
当
つ
て
は
、
取
締
役
は
、
A
会
社
の
利

益
に
な
る
よ
う
な
相
当
な
価
額
を
以
て
な
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
原
告
ら
の
主

張
す
る
よ
う
に
、
七
、
二
〇
二
万
円
超
の
価
値
が
あ
る
営
業
用
財
産
の
全
部

を
、
二
、
O
O
O
万
円
で
売
却
し
た
と
す
れ
ば
、
取
締
役
の
善
管
義
務
に
違
反

す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
つ
て
、
判
例
と
同
一
見
解
を
採
ろ
う
と
、
判
例
と

反
対
の
見
解
を
採
ろ
う
と
、
原
告
ら
は
、
本
件
譲
渡
が
善
管
義
務
違
反
と
い
う

法
令
違
反
行
為
（
商
法
二
六
六
条
一
項
五
号
）
で
あ
る
と
主
張
す
れ
ば
、
そ
れ
で

よ
か
つ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
判
旨
は
、
ま
ず
、
原
告
瓦
ら
の
本
件
請
求
は
、
会
社
財
産
の
不
当
に
廉
価
な

処
分
に
よ
つ
て
会
社
に
損
害
を
与
え
た
と
し
て
取
締
役
の
責
任
を
追
及
す
る
も

の
で
あ
つ
て
、
間
題
と
な
る
の
は
、
二
、
O
O
O
万
円
で
A
会
社
の
全
財
産
を

処
分
し
た
こ
と
が
、
取
締
役
と
し
て
の
忠
実
義
務
に
違
反
し
た
か
ど
う
か
で
あ

る
、
と
断
じ
た
上
で
、
本
件
譲
渡
の
予
約
が
な
さ
れ
た
当
時
に
A
会
社
が
お
か

れ
て
い
た
状
況
に
鑑
み
、
こ
の
予
約
は
や
む
を
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
会
社
の

た
め
損
害
を
生
じ
さ
せ
る
忠
実
義
務
違
反
行
為
と
い
う
こ
と
は
で
ぎ
な
い
と

し
、
さ
ら
に
、
本
件
譲
渡
の
本
契
約
の
当
時
に
お
け
る
A
会
社
の
状
況
か
ら
み
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て
、
譲
渡
相
手
と
し
て
C
会
社
を
選
択
し
た
こ
と
も
、
や
む
を
え
な
い
こ
と
で

あ
り
、
こ
れ
を
以
て
忠
実
義
務
違
反
と
い
う
こ
と
は
で
ぎ
な
い
、
と
決
し
た
の

で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
判
旨
が
、
従
来
の
判
例
と
同
様
に
、
善
管
義
務
と
忠
実
義
務
を
同

一
視
す
る
見
解
を
採
つ
た
結
果
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
判
例
の
見
解
に
よ
れ

ば
、
善
管
義
務
も
忠
実
義
務
も
、
内
容
は
同
一
で
あ
り
、
取
締
役
が
相
当
な
注

意
を
尽
し
て
そ
の
職
務
を
遂
行
す
べ
ぎ
義
務
で
あ
る
か
ら
、
本
件
譲
渡
に
お
い

て
は
、
も
つ
ば
ら
、
売
却
価
額
の
二
、
○
O
O
万
円
が
相
当
で
あ
つ
た
か
と
い

う
こ
と
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
り
、
判
旨
は
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。

　
し
た
が
つ
て
、
判
旨
と
し
て
は
、
当
然
に
、
売
却
価
額
の
二
、
○
○
○
万
円

が
相
当
で
あ
つ
た
か
ど
う
か
を
、
真
正
面
か
ら
判
断
し
て
、
そ
れ
が
相
当
で
あ

る
と
し
た
上
で
、
商
法
二
六
六
条
一
項
五
号
の
責
任
発
生
の
客
観
的
要
件
で
あ

る
、
損
害
が
発
生
し
な
か
つ
た
こ
と
を
理
由
に
し
て
、
請
求
を
棄
却
す
る
の
が

相
当
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
判
旨
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
判

断
を
避
け
て
、
昭
和
三
九
年
の
本
件
売
買
予
約
も
、
昭
和
四
三
年
九
月
の
売
買

本
契
約
も
、
と
も
に
、
「
や
む
を
得
な
い
措
置
」
で
あ
つ
た
、
と
か
、
「
や
む
を

得
な
い
こ
と
で
あ
つ
た
」
と
述
べ
て
、
被
告
ら
に
主
観
的
要
件
と
し
て
の
「
過

失
」
が
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
請
求
を
棄
却
し
て
い
る
の
は
、
賛
成
で
き

な
い
。

　
し
か
し
、
判
例
は
、
商
法
二
六
六
条
一
項
五
号
の
責
任
は
、
過
失
責
任
で
あ

る
と
し
て
い
る
の
で
（
最
判
昭
和
五
一
・
三
・
二
三
金
融
商
事
判
例
五
〇
三
号
一
八

頁
、
同
事
件
に
対
す
る
批
評
と
し
て
、
高
鳥
、
金
融
商
事
判
例
五
一
〇
号
二
頁
、
岩
崎



稜
、
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
四
二
号
九
四
頁
）
、
客
観
的
要
件
で
あ
る
損
害
の
不
発
生
を
理

由
と
し
て
請
求
を
棄
却
し
な
く
て
も
、
主
観
的
要
件
で
あ
る
過
失
の
不
存
在
を

理
由
に
し
て
請
求
を
棄
却
す
れ
ば
、
そ
れ
で
結
果
は
同
じ
で
あ
る
が
、
判
旨
自

ら
、
本
件
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、
二
、
O
O
O
万
円
で
A
会
社
の
全
財

産
を
処
分
し
た
こ
と
の
適
法
性
で
あ
る
、
と
述
べ
な
が
ら
、
殊
更
に
そ
の
点
に

つ
い
て
の
判
断
を
避
け
て
、
主
観
的
要
件
の
不
存
在
を
理
由
に
請
求
を
棄
却
し

た
の
は
、
自
ら
安
易
な
途
を
選
ん
だ
も
の
と
い
う
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
も
つ
と
も
、
判
旨
の
い
う
「
や
む
を
得
な
い
措
置
」
と
か
「
や
む
を
得
な
い

こ
と
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
、
売
買
予
約
や
売
買
本
契
約
が
、
売
却
価
額
の
点

に
お
い
て
相
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
損
害
の
不
発

生
と
い
う
客
観
的
要
件
を
判
断
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
よ
う
に
解
す
る
の

は
、
判
旨
の
文
言
上
、
無
理
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
（
同
旨
、
落
合
、
前
掲
批
評

三
二
三
頁
。
反
対
、
早
川
勝
、
本
件
批
評
、
商
事
法
務
八
O
O
号
五
四
頁
）
。
し
た
が
つ

て
、
判
旨
は
、
こ
の
よ
う
な
趣
旨
に
お
い
て
、
理
由
が
必
ず
し
も
明
確
で
な
い

と
い
う
欠
点
が
あ
る
。

　
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
砥
が
A
会
社
の
取
締
役
で
あ
る
と
と
も
に
、
B

会
社
の
代
表
取
締
役
で
も
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
本
件
A
会
社
の
財
産
の
売
却
が
、

も
つ
ぽ
ら
B
会
社
が
A
会
社
か
ら
債
権
を
迅
速
に
回
収
す
る
こ
と
を
考
え
て
行

わ
れ
た
あ
ま
り
、
B
会
社
の
利
益
の
た
め
に
、
財
産
を
少
し
で
も
高
く
売
却
す

る
こ
と
に
よ
つ
て
得
ら
れ
る
A
会
社
の
利
益
を
犠
牲
に
し
て
、
不
当
に
安
く
行

わ
れ
た
と
す
れ
ば
、
A
会
社
の
取
締
役
ぬ
が
取
締
役
会
に
参
加
し
て
こ
れ
に
賛

成
し
て
い
た
場
合
に
は
、
自
己
が
代
表
取
締
役
を
し
て
い
る
第
三
者
た
る
B
会

社
の
利
益
の
た
め
に
、
乳
が
会
社
と
取
引
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
か
と
い
う
点
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で
あ
る
。
商
法
二
六
五
条
の
適
用
範
囲
を
ど
こ
ま
で
拡
張
す
べ
き
か
は
問
題
で

あ
る
が
、
本
件
の
場
合
に
は
、
仮
り
に
琉
が
取
締
役
会
で
賛
成
し
た
た
め
自
己

取
引
を
行
つ
た
と
さ
れ
て
も
（
商
法
二
六
六
条
一
項
）
、
そ
の
取
引
に
つ
い
て
取
締

役
会
の
承
認
を
受
け
た
こ
と
に
な
る
か
ら
、
取
引
自
体
の
効
力
に
は
影
響
が
な

い
。
そ
の
意
味
で
は
、
本
件
譲
渡
に
よ
つ
て
A
会
社
に
損
害
を
与
え
な
か
つ
た
か

ど
う
か
と
い
う
取
締
役
の
責
任
が
、
こ
こ
で
検
討
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
商
法
二
五
四
条
ノ
ニ
が
昭
和
二

五
年
商
法
改
正
に
よ
つ
て
、
ア
メ
リ
カ
法
を
継
受
し
て
規
定
さ
れ
た
と
い
う
沿

革
的
理
由
と
、
取
締
役
会
中
心
主
義
の
下
に
お
い
て
、
株
主
保
護
の
た
め
に
、

取
締
役
に
善
管
義
務
以
外
に
も
、
取
締
役
の
職
務
遂
行
上
に
お
い
て
だ
け
で
な

く
、
そ
の
私
生
活
上
に
も
及
ぶ
厳
格
な
義
務
を
課
す
こ
と
の
必
要
性
か
ら
い
つ

て
、
同
条
の
忠
実
義
務
は
い
わ
ゆ
る
善
管
義
務
と
は
別
個
の
義
務
で
あ
る
と
解

す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
取
締
役
の
忠
実
義
務
の
内
容
は
、
取
締
役
は
自
己

ま
た
は
第
三
者
の
利
益
の
た
め
に
会
社
の
利
益
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
本
件
に
お
い
て
、
原
告
ら
が
Y
ら
の
忠
実
義
務
違
反
を
主

張
し
て
い
る
以
上
、
裁
判
所
と
し
て
は
、
Y
、
に
、
B
会
社
の
利
益
の
た
め
に
、

A
会
社
に
対
す
る
忠
実
義
務
に
違
反
し
て
、
資
産
を
不
当
に
安
い
価
額
に
よ
つ

て
処
分
し
、
A
会
社
に
損
害
を
加
え
た
行
為
が
な
か
つ
た
か
ど
う
か
を
問
題
と

す
べ
き
で
は
な
か
つ
た
か
と
考
え
る
。
し
か
も
、
判
例
の
よ
う
に
、
忠
実
義
務

を
善
管
義
務
と
同
一
で
あ
る
と
考
え
て
も
、
Y
ら
が
迅
速
に
債
権
を
回
収
す
る

と
い
う
B
会
社
の
利
益
の
た
め
に
、
A
会
社
の
財
産
を
不
当
に
廉
価
で
売
却
し

た
と
す
れ
ば
、
A
会
社
に
対
す
る
善
管
義
務
違
反
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
を
免

れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
に
お
い
て
は
、
主
観
的
要
件
と
し
て
の
過
失
が
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存
在
し
な
か
つ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
請
求
を
棄
却
す
る
の
で
は
な
く
、
客
観

的
要
件
で
あ
る
A
会
社
に
損
害
が
な
か
つ
た
こ
と
を
認
定
す
る
こ
と
に
よ
り
請

求
を
棄
却
す
る
ほ
う
が
妥
当
で
あ
つ
た
と
思
う
。

八
六
　
　
（
二
〇
六
）
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木
和
夫


